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2 Fa- 8 ビタミンＣ欠乏による骨量減少と酒石酸耐性酸ホスファターゼの発現増加

ｏ後藤明日香　泉万里　塚本幾代( 奈良女大)

[目的] 骨では骨形成と骨吸収が絶えず行われており、その動的平衡によって骨量が保持

されている。この骨代謝にビタミンC( Ｖ｡C)欠乏がどのように作用するかを調べた。
[方法] 遺伝的にv.c 合成能を欠損したＯＤＳラット(12 週令､ 雌)をＶ．Ｃ欠乏食で1,   2,

３週間飼育し(C1,  C2,  C3 群)、体重測定と飼料摂取量を測定した。飼育後、血液と大腿
骨・脛骨を採取し、血清と骨の Ｖ.C量、アルカリホスファターゼ(ALP)活性、酒石酸耐性
酸ホスファターゼ(TRAP)活性、及び骨のCa, Hyp 量を定量した。さらに骨のコラーゲン、

ALP 、TRAP のmRNA レベルをsemi-quantitative RT-PCR 法によって測定した。
[結果] 体重はすべてのv.c 欠乏群で対照群と同様の増加が見られ、飼料摂取量にも差

が見られなかった。血清中v.c 量は、C1 で対照群の約40 ％, C2, C3 では、検出限界以

下となった。骨中Ｖ.C量は､C1,C2,C3 で各々対照群の約40,  15, 5  %以下に減少した。
血清のTRAP 活性はC2,  C3 で約２倍に増加したが、ALP 活性には変化力1なかった。骨

においてもTRAP はC2,C3 で有意に増加したが、ALP には変化ヵ1なかった。骨の総Ca 、
Hyp 量は既に、C2 で約80 ％に有意に減少した。C1,  C2, C3 群の骨のコラーゲン及び

ALP mRNA レベルは、対照群と有意な差が認められなかった。 TRAPmRNA レベルは、Ｃ

１とC2 群で対照群の約３倍に、C3 で約２倍に有意に上昇した。即ち、in VIVOにおいて、
v.c 欠乏は破骨細胞のTRAP mRNA レベルの上昇をひきおこし、その結果、TRAP 活性
の上昇、骨量の減少が生じたと考えられる。

2 Fa- 9 ラットの妊娠期と授乳期栄養が母体のカルシウム代謝と子の発育に及ぼす1影響
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【目的】日本人のｶﾙｼｳﾑ(Ca)摂取状態は依然所要量を満たしていないのが現状である。
Caの腸管吸収及び尿中への排泄に関与する因子の1つに食事性ﾀﾝﾉＯ 質が挙げられる。そ
こで、Caの需要が高まる妊娠期、授乳期において低ﾐﾈﾗﾙ食を摂取した場合に、摂取ﾀﾝﾊﾟｸ
質量の違いが母体のCa代謝及び出生子の発育にどのような影響を及ぼすのかを検討した。
【方法】12 週齢WIstar系雌ﾗｯﾄ を無作為に４群に分け、妊娠期と授乳期の全期間、
Control群にはｶｾﾞｲﾝ20％、Ca 0.5％、PO.4 ％含有食を、低ﾐﾈﾗﾙ食(U 群はCa 0.3％、P
0.3％とし、ｶｾﾞｲﾝ(Ｃ)をそれぞれ10％(C10-U 、20％(C20-D 、40％(C40-U 含む食餌を
投与した。妊娠期間中は代謝ｹげ に入れ、24時間尿と糞を採取した。出産後は母子共に
哺育ｹﾞｼーﾞに移し、母1匹あたり8匹の子を哺育させ、授乳期間終了後、母子共に採血し、
臓器、大腿骨を摘出した。採取した尿、糞、血漿、大腿骨はCa濃度を定量し、更に尿中
ﾋﾄﾞﾛｷｼｱﾛﾘﾝ(H.P)量、血漿中ｱﾙｶﾘ性ﾎｽﾌｧﾀ ｾーﾞ(ALP)活性値、大腿骨中灰分量を測定した。
【結果】妊娠期において、低ﾐﾈﾗﾙ食により尿中ii.m 泄量は有意に多くなり、体内Ca保
留量に低下がみられたが、逆にみかけのc 吸収軋 体内Ca保留率はControl群よりも高
くなった。摂取ﾀﾝﾉu 質量の違いでは、C10-Ｌ群、Ｃ４０-Ｌ群の体内Ca保留量がC20七群
よりも少ない傾向にあり、ClO-I 群の糞中Ca排泄量、ﾝ40-I群の尿中Ca排泄量に増加が
みられた。授乳期間終了時の母体の血漿中ALp 活性値はC20-Ｌ群が他の全ての群に比べ
有意に高く、骨重量については有意に少なかった。離乳子については、C10-Ｌ群で体重
や大腿骨重量に発育の遅れがみられた。
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